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2013 年度 第 4回（通算 第 248 回）幹事校会記録 

日時：2013 年 12 月 18 日（水）11時 00 分～13 時 00 分 

場所：大阪産業大学東部キャンパスＡＭＣ4Ｆ406 室 

出席（13校 17 名） 

   追手門学院大学  （井ノ口 淳三） 

大阪音楽大学   （大前 哲彦） 

大阪経済大学   （樋口 太郎） 

大阪工業大学   （疋田 祥人） 

大阪産業大学   （谷田 信一）（西口 利文）（山田 全紀） 

関西大学     （原 徹） 

関西学院大学   （南本 長穂） 

近畿大学  （境 健太） 

神戸女子大学   （多畑 寿城）（山田 史子） 

神戸女子短期大学 （塚田 みちる） 

四天王寺大学   （植田 義幸（八木 成和） 

摂南大学     （朝日 素明） 

桃山学院大学   （島田 勝正） 

議長 山田全紀 

記録 島田勝正 

議事 

議事に入る前に、議長の山田全紀事務局長より、議事次第の出席者名に大前哲彦氏（大

阪音楽大学）の追加（訂正）があった。また、初参加の塚田みちる氏（神戸女子短期大

学）の紹介があった。 

（１）2013 年度第 3回幹事校会の記録確認 

2013 年度第 2回課題研究会の第 2部・第 3部の司会をいずれも大前哲彦氏（大阪音楽大

学）・谷田信一氏（大阪産業大学）と修正した。 

（２）全私教協理事会、教員養成制度検討委員会等報告 

西口利文理事より 12 月 1日に開催された第 4回理事会の報告が、資料に基づいて行われ

た。2014 年度研究大会準備に関すること（全体テーマ、基調講演テーマ・講師およびシ

ンポジウムテーマ、分科会・ラウンドテーブル等）、「私立大学の特色ある教職課程事例

集（仮題）」公募要領が承認され、既に加盟大学宛に送付したこと、教員免許事務検討委

員会作成の Q&A 資料を公益財団法人文教協会が発行する手引書に掲載することを承認し

たこと、次年度の研究交流集会の担当校は北海学園大学および北海商科大学の両加盟校

であることの周知要請があったことが報告された。 

研究大会全体テーマについては、「魅力ある開放制教師教育の充実をめざして」という

全私教協事務局案に対して、キーワードとして、開放制の歴史、多様な教員の養成、開

放制教師教育の優位性等の意見が出された。これを 1月 26日開催の全私教協理事会に提

示する。 
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阪神地区担当分科会の大テーマは、昨年度に引き続き「教師教育実践交流Ⅶ」とし、

具体的なテーマとしては、事務局より提案された 3案のうち、第 1案を文言修正して、「教

職課程教育における学内連携および学外連携」とすることを決めた。学内連携には教科

科目との連携、学外連携には教育現場、教育委員会、他大学、介護等体験先等を含む。

なお、当分科会の時間配置として 2日目の午前中を希望する旨、事務局に伝える。また、

記録者は八木成和氏（四天王寺大学）に依頼した。 

「私立大学の特色ある教職課程事例集（仮題）」の刊行について、谷田信一教員養成制

度検討委員より、審議の経緯と資料に基づいた内容の説明が行われた。各大学の事例の

交換が目的であるので 450 部作成して会員校および文科省に配布し、出版（販売）はし

ないとのことであった。なお、採用については理事会が選考にあたる。本日午後開催の

課題研究会で参加者に積極的な応募を呼びかけることにした。 

（３）2013 年度第 3回課題研究会の運営について 

司会を高倉健氏（大阪経済法科大学）と内藤裕子氏（大阪学院大学）に依頼したことを

確認した。「その他の参考事例報告・コメント」発表者の根来美穂氏（摂南大学）および

多畑寿城氏（神戸女子大学）に資料作成費として 5,000 円を支払うことを承認した。ま

た、プログラムの構成を当初予定の 2部制から、「その他の参考事例報告・コメント」を

第Ⅲ部とする 3部制に変更した。記録は八木成和氏（四天王大学）に依頼した。 

（４）今後の課題研究会の企画について 

特になし 

（５）阪神教協教職課程データベース（平成 25年度版）について 

「教職課程に関するデータベース作成のためのアンケート調査のお願い」に関して、原 

徹氏（関西大学）により、資料に基づき説明があった。次年度の分科会のテーマと関連

して、「教職課程教育における連携（学内および学外）についての現状を具体的にお知ら

せください」という項目を追加することを承認した。また、設問項目 7番の「関係諸機

関への申し入れ」に関連して、大阪府介護等体験実施連絡協議会の開催を申入れる旨の

意見が出された。 

（６）阪神教協リポート編集について 

八木成和氏（四天王寺大学）より資料に基づいて説明があり、課題研究会の３回分の記

録者を確認した。また、教員免許事務セミナー報告として、根来実穂氏（摂南大学）に

依頼したことを確認した。 

（７）新規幹事校の承認について 

新規幹事校として、大阪人間科学大学、神戸学院大学、関西福祉科学大学、奈良大学に

依頼することを承認した。5月の総会で報告する。 

（８）今後の記録担当について 

  特になし 

（９）その他 

・事務局から提案があり、11 月 30 日開催の全私教協研究交流集会の会計監査として、水

谷勇氏（神戸学院大学）と佐野秀行氏（大阪人間科学大学）に依頼することを承認した。 

・資料に基づき、原 徹氏（関西大学）より「第 3回阪神教協教員免許事務セミナー」を

2月 22 日に開催する旨の連絡があった。 

・境 健太氏（近畿大学）より、2014-2015 年度の全私教協副会長を近畿大学が受諾する
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との報告があった。 

・「阪神教協リポート」のバックナンバーを、阪神教協のホームページに本人の許可なし

に掲載していることには、著作権上、問題があるとの意見が出された。 

 


